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圧力容器鋼の母材および熱影響部の機械特性を微小試料で評価する手法を開発するため、微小なボール

圧子を用いた自動ボール押込み（ABI：Automated Ball Indentation）試験の適用性を検討した。 
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1. 緒言 

 マイクロサンプリングを用いた実機材研究や40年超運転に向けた監視試験以外のデータ取得方法につい

ても検討が必要となってきており、破壊靭性を含む機械特性を評価可能な複数の手法について検討してい

る。ABI 試験は、直径 1mm程度のボールを押し込むことで様々な機械特性評価が可能な手法であり、引張

特性[1]、シャルピー衝撃エネルギー[1]の他、破壊靭性値[2]との相関も検討されてきた。本発表では、廃炉材

の熱影響部等の機械特性分布評価を微小試料で実施する方法を検討するため、ABI 試験に着目し、従来試

験法と比較することによって、その妥当性と空間分解能を評価した結果を報告する。 

2. 試験方法 

原子炉圧力容器鋼相当材（JIS G3120 SQV2A）、JIS G3115 SPV490、JIS G4053 SCM440 の 3鋼種について

ABI 試験（圧子直径約 0.8mm）を実施した。また、同等の温度条件における引張・硬さ等の機械特性試験

を実施し、ABI試験から得られた結果と比較した。硬さは、換算表（SAE J 417）を用いて引張強さに変換

した。また引張試験は、溶融境界から 1mmの位置と母材（図 1で 25mm位置のデータとしてプロット）に

おいて溶融境界と平行に採取した厚さ 1mmの平板状引張試験片を用いて行った。 

3. 試験結果および評価 

図 1 に SQV2A の溶接部近傍における ABI 試験、硬さ

試験、引張試験から得られた引張強さ分布の比較を示す。

溶接部近傍の引張強さ分布について、ABI 試験の結果は

硬さ試験、引張試験と良く一致したことから、ABI 試験

が熱影響部の引張強さを 1mm 間隔で評価するのに十分

な空間分解能を持つことが確認できた。SPV490、SCM440

の母材においても、ABI 試験と引張試験の引張強さが良

く一致することを確認した。なお、破壊靭性についても、

ABI 試験と良い相関を示すことを確認している。 
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図 1  SQV2A の溶接部近傍における ABI 試験、

硬さ試験、引張試験から得られた引張強さ分布 
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